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うためには、議会過半数の政党を政権に取り込んで多数派を形成し議会の同意を得ることを確実にすることが最も有効である。しかし、国会で単独で過半数を制することができ 政党は過去にひとつもなく、多数の政党が議席を している。このため、事前に複数の政党で連立を組ん 、議会の過半数を確保してお 必要がある。ただし、連立の規模が大きくなれば、それだけ与党各党に対する政治的な配慮が必要になり、大統領 リーダーシップは制約され しまう。　
議会に対しても、連立与党に対
しても妥協が必要になるとすると大統領が最も頼りにするのは自らの出身政党であろう。しかし、こ
こでも大統領は制約を受ける。なぜなら、大統領制の場合、大統領は必ずしも政党の指導者である必要はないか ある。こ国民全体から支持を受けた大統領と、個々の選挙区や支持基盤の利害を優先しがち 出身政党と 間で利害対立が発生し、両者の関係は不安定化しやすい。大統領は自らの出身政党が常に味方として政権を支えてくれると期待することはできないのである。　
つまり、インドネシアの大統領














































事案を取り下げ、副長官のバドロディン・ハイティ 長官に指名して国会の同意 得た。ただし、その後ブ は汚職事件の追及を逃れただけでなく、警察副長官に任命され、実を取った形になっ闘争民主党も、大統領弾劾が容易ではないことを認識する一方、メガワティ党首が四月の党大会の場で、党員 「党の役人」として
責務を果たすよう述べて、暗にジョコウィに対して釘を刺した。　
この警察長官人事をめぐる一連












改造を行った。ルフットが政治・法務・治安担当調整相に異動し、アンディとチャニアゴは更迭された。内閣官房長官の後任には、プラモノ・アヌン闘争民主党元幹事長が就任した。プラモノ 任命は、ジョコウィが政府と与党、なかでも闘争民主党との意思疎通を優先した表れであろう。大統領府の強化より 、国会や与党との関係をいかに改善していくかをジョコウィも優先したようである。九月二日には、国民信託党が政権入りを表明し、与党は議会過半数を押さえた。これで 今後の国会運営の見通しにも明るさがみえてきた。それでも、立法権限が弱く、多連立政権を組み、出身政 に足場を持たないという「弱い大統領」の制度的枠組みは、ジョコウィ政権の下でも変わらな 。（かわむら
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